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1． 運営体制
お世話係（2名）	スーパーボールすくいをする子供のお世話をする。
支援係（2名）	子供の呼び出し、ポイの補充、子供たちの整列、記録表の管理等お世話係の支援をする。
2． 運営用のツール
ポイ引換券	受付で未就学児、小中学生に配布。裏面に整理券番号があり、この順番でスーパーボールすくいをしてもらう。
確認表	該当の整理番号のお子さんが、スーパーボールすくいをしたかどうか一目で分かる為の表。壁等に貼っておく。
記録表	スーパーボールすくいをしたお子さんの、すくえたボールの個数を記録するための表。これも壁等に貼っておく。
ワイヤレスマイク	スーパーボールすくいをする子供を呼び出す。
3． スーパーボールすくい実施概要
（1） 開始時間13:30なのでそれまでに準備を整えておく。【全員】
（2） 確認表を参照し、ワイヤレスマイクでポイ引換券裏面の整理番号の範囲[10番単位]で該当者を呼び出す。前回までの呼び出しで来なかった子供[確認表でチェック]も合わせて呼び出す。【支援係】
（3） ポイ引換券裏面の整理番号の若い子供から順番にポイ引換券を受け取り、ポイを渡す。ポイを渡した子供の整理番号で確認表を消し込む。【お世話係】
（4） 同時にすくう子供は２人とする。お世話係が２名の為。【お世話係】
（5） すくったスーパーボールはビニール袋に入れて持ち帰ってもらう。合わせて記録用のポストイットを手渡す。【お世話係】
（6） 何個すくえても持ち帰るボールはひとり最高3個までとする。【お世話係】
（7） すくえなかった子供には１個持ち帰ってもらう。ボールは標準的な物を選択して渡す。（みんなが欲しがるボールはそれをすくった子供がもらえるのが原則）【お世話係】
（8） すくい終わった子供の記録用ポストイットに部屋番号・名前とすくったボールの個数を記入して記録表に貼ってもらう。【支援係】
（9） ポイが足りなくなったら作って対応する。【支援係】
（10） 順番待ちの子供、見物の子供でプールの周りが混乱しないようにする。【支援係】
（11） 受付で配布するポイ引換券の最終整理番号[配布は14:00で終了]を連携してもらい、確認表の該当番号に最終整理番号が分かるよう印をつける。【支援系】
（12） 終了時刻14:20の10分前、14:10になったら、最終整理番号、確認表を参照し、子供の最後の呼び出しをする。【支援系】
（13） 最後の呼び出し後、集まる子供がいなくなったところで速やかにかたづける。余ったスーパーボールはビニール袋に詰め、ビンゴの景品として提供する。確認表、記録表を受付に提出する。【全員】
以上
